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三
月
一
二
日
に
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ

た
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
受
け
、
認
知
症
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
早
期
に
発
見
し
、
事
故
を
防
ぐ
の
が
狙

い
だ
。
確
か
に
認
知
症
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事

故
は
続
き
、
中
に
は
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

昨
年
一
〇
月
、
横
浜
市
の
八
七
歳
の
男
性
が
軽

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
、
小
学
生
の
列
に
突
っ
込

み
、
一
人
が
死
亡
、
七
人
が
負
傷
し
た
。
こ
の
男

性
は
ゴ
ミ
を
捨
て
に
出
掛
け
た
ま
ま
、
さ
ま
よ
う

よ
う
に
一
日
中
運
転
を
続
け
て
い
た
。
記
憶
も
あ

い
ま
い
で
、
認
知
症
だ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

道
交
法
で
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
、
七
五
歳
以

上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
、
運
転
免
許
証
の
更

新
時
に
認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
る
。
①
認
知
症
の
恐
れ
（
第
１
分
類
）、

②
認
知
機
能
の
低
下
の
恐
れ
（
第
２
分
類
）、
③
認

知
機
能
の
低
下
の
恐
れ
な
し
（
第
３
分
類
）
―
―

の
三
つ
に
区
分
す
る
。
第
１
分
類
と
判
定
さ
れ
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
後
に
交
通
違
反
が
な
け

れ
ば
医
師
の
診
断
を
受
け
る
義
務
は
な
か
っ
た
が
、

改
正
後
は
医
師
の
診
断
が
義
務
化
さ
れ
る
。
認
知

症
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
免
許
取
り
消
し
と
な
る
。

第
２
、
第
３
分
類
で
も
、
後
で
交
通
違
反
を
す
る

と
再
度
検
査
と
な
る
。

　

前
述
の
八
七
歳
男
性
は
、
以
前
の
免
許
更
新
時

の
認
知
機
能
検
査
で
は
「
異
常
な
し
」
と
さ
れ
て

い
た
。
道
交
法
が
改
正
さ
れ
て
い
れ
ば
、
運
転
免

許
は
取
り
消
し
と
な
り
、
事
故
は
起
き
て
い
な

散 射 韻

も
加
わ
り
、
医
療
の
現
場
で
は
診
断
に
消
極
的
な

意
見
も
出
て
い
る
と
い
う
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
問
題
は
、
社
会
の
ひ
ず
み
の

象
徴
で
も
あ
る
。
マ
イ
カ
ー
普
及
に
伴
い
交
通
事

故
が
多
発
し
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は
衰
退
し

た
。
車
社
会
の
進
行
に
よ
り
大
規
模
ス
ー
パ
ー
が

開
店
し
、
歩
い
て
行
け
る
地
域
に
密
着
し
た
商
店

街
は
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
化
」
し
た
。
認
知
症
の
発
症

を
知
ら
ず
に
車
の
運
転
を
続
け
、
事
故
を
機
に
認

知
症
と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
少
な
く
な
い
。
高
齢
化
、
少
子
化
の
実
態
を

示
す
一
面
で
も
あ
る
。

　

高
齢
者
と
車
の
問
題
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ

続
け
て
は
き
た
が
、
い
ず
れ
も
容
易
に
解
決
で
き

ず
、
抜
本
策
が
な
い
ま
ま
時
を
重
ね
て
き
た
。
厚

労
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
四
六
二
万
人
が
認
知

症
で
、
予
備
軍
が
約
四
〇
〇
万
人
い
る
と
い
い
、

改
正
道
交
法
は
認
知
症
ド
ラ
イ
バ
ー
の
発
見
と
い

う
意
味
で
は
一
定
の
効
果
は
あ
る
だ
ろ
う
。だ
が
、

残
念
な
が
ら
対
処
療
法
に
過
ぎ
な
い
。

　

誰
も
が
い
つ
か
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
。

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
警
察
庁
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ

け
る
べ
き
だ
ろ
う
。遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
が
、

安
倍
晋
三
首
相
は
昨
秋
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
事
故

の
多
発
を
受
け
て
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
関
係
閣

僚
に
指
示
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
の
と
こ

ろ
、
警
察
庁
以
外
に
具
体
的
な
動
き
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
問
題

が
こ
れ
以
上
、
先
送
り
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
う
。

＜

洋＞

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
事
故

を
防
げ
る
の
は
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
程
度
進
ん

だ
場
合
だ
。
認
知
症
で
は
な
い
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
悲
惨
な
事
故
も
続
い
て
い
る
。
こ
こ
一
年
間
だ

け
で
も
、「
八
四
歳
男
性
が
病
院
の
玄
関
に
突
っ

込
み
、
四
人
が
死
傷
」（
群
馬
県
）、「
八
一
歳
男

性
の
軽
乗
用
車
が
急
発
進
し
、二
人
が
死
傷
」（
埼

玉
県
）
な
ど
全
国
各
地
で
相
次
い
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
警
察
庁
は
有
識
者
会

議
で
新
た
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
免
許
の
自

主
返
納
促
進
や
高
速
道
路
で
の
逆
走
対
策
、
先
端

技
術
を
活
用
し
た
車
の
安
全
装
置
の
普
及
な
ど
を

進
め
る
考
え
で
、
今
年
六
月
に
も
方
向
性
を
打
ち

出
す
と
み
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
問
題
を
警
察
庁
だ
け

で
の
問
題
で
は
な
い
。
車
は
高
齢
者
に
と
っ
て
生

活
の
必
需
品
で
あ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
と

り
わ
け
公
共
交
通
機
関
が
衰
退
し
て
い
る
地
方
で

は
深
刻
だ
。
大
都
市
部
で
も
郊
外
に
開
発
さ
れ
た

宅
地
で
は
同
様
の
ケ
ー
ス
が
出
て
い
る
。
国
土
交

通
省
、
厚
生
労
働
省
、
地
方
自
治
体
な
ど
か
か
わ

る
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

さ
ら
に
、
改
正
道
交
法
の
施
行
で
、
医
師
の
診

断
が
必
要
と
な
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
こ
れ
ま
で

の
年
間
四
〇
〇
〇
人
か
ら
五
万
人
に
増
え
る
と
み

ら
れ
る
。
診
断
す
る
専
門
医
は
不
足
し
て
お
り
、

か
か
り
つ
け
医
に
も
診
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
認
知
症
と
診
断
す
れ
ば
、
免
許

返
上
と
な
り
、
高
齢
者
の
生
活
に
大
き
な
支
障
が

出
か
ね
な
い
。
診
断
も
基
準
が
あ
い
ま
い
な
こ
と

警察だけでは対応できない


